
一般外来と分離
する

患者はサージカル
マスクを着用
手指消毒を促す

手指衛生 診察・検体採取

手指衛生
感染性廃棄物容器に

廃棄する
ゴーグル・N95マス

クを外す

感染性廃棄物容器に
廃棄し、手指消毒を

する

ガウンの外側に触れ
ないように手袋と一
緒にガウンを脱ぐ

ガウンを脱いでい
き、腰のひもを切る

手袋をつけた状態で
肩のひもをきる

（医療物品、手順については一例として提示したものであり、各施設の状況に応じて検討する）

強く推奨されるところ

（＊１）複数の患者を連続して診察する場合は、手袋・ガウンを交換する（⑤→②を繰り返す）。

帰国者・接触者外来

ガウン⇒N95マスク⇒ゴーグル⇒手袋
の順に着用する

感染管理ベストプラクティス

物品準備

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例

＊１

診察・検体採取の場面（空気感染を想定した場合）

終了後

① ②

⑦ ⑥ ⑤

準備 診察前（防護具を着る）

又は

ガウン
手袋

Ｎ９５

マスク

グラスタイプ
ゴーグル 手指消毒剤

感染性
廃棄物容器

リユース型ゴーグル
はアルコール綿等で
清拭する

又は

診療

一人の患者の診察・検査終了後（手袋・ガウンを脱ぐ）

診察前

検体採取物品

ガウン

N95

マスク

ゴーグル 手袋

④

診察物品

③

外来診療終了後

ユーザーシー
ルチェックを
する

袖口の隙間
をなくすよ
うに着用



地域感染期の
一般外来など

一般外来と分離
する

患者はサージカル
マスクを着用
手指消毒を促す

手指衛生 診察・検体採取

手指衛生
感染性廃棄物容器に

廃棄する

フェイスシールド付
サージカルマスクを

外す
手指消毒する

手袋を脱ぎ、感染性
廃棄物容器に廃棄す

る

（医療物品、手順については一例として提示したものであり、各施設の状況に応じて検討する）

（＊１）複数の患者を連続して診察する場合は、手袋を交換する（⑥→③を繰り返す）。

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例

感染管理ベストプラクティス

物品準備
シールド付サージカルマスク⇒手袋の順に着用

する

強く推奨されるところ

終了後

① ②

準備

手指消毒剤
又は

シールド付

サージカルマスク

シールド付

サージカルマスク
手袋

検体採取物品診察物品

感染性
廃棄物容器

手袋

④

検体採取前（防護具を着る） 診療診察前

診察・検体採取の場面（季節性インフルエンザに準じた対応）

一人の患者の診察査終了後（手袋を脱ぐ）外来診療終了後
＊１

⑥ ⑤⑧ ⑦

③

又は



N95マスクを
着用、手指消
毒剤を携帯

手指消毒
隔離・停留を受けない乗客
を先に機体から降ろす

終了後、手指消毒
し、個人防護具を脱
ぐ

手指衛生 診察、搬送

手袋⇒ガウン⇒(キャップ)⇒ゴー
グル⇒マスク⇒(シューカバー)を
脱ぎ、感染性廃棄物容器に廃棄 手指衛生

強く推奨されるところ

（医療物品、手順については一例として提示したものであり、各施設の状況に応じて検討する）

（＊１）必要時、手袋を二重に装着する
（＊２）検体採取する場合は、「診察・検体採取の場面」を参照。有症状者に個人防護具を装着させる場合もある。

ガウン⇒N95マスク⇒ゴーグル⇒(キャッ
プ)⇒(シューカバー)⇒手袋の順に着用す

る

感染管理ベストプラクティス

物品準備

準備物品

「症状がある者」がいれば、サージカル
マスクを配布し手指消毒を促す。「症状

がある者がいる」旨、連絡

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例

ユーザーシー

ルチェックを

する

＊２

検疫の場面（空気感染を想定した場合）

準備

手指消毒剤

ガウン 手袋

検疫

シューカバー
（必要に応じて）

検疫バック

②

感染性
廃棄物容器

サージカル
マスク

③ ④

⑩⑥ ⑦

N95マスク
（呼気弁付）

準備

N95マスク（呼
気弁付）

グラスタイプ

ゴーグル

手指消毒剤

乗客に渡す物品

キャップ
（必要に応じ

て）

⑧

用紙

ガウン

N95

マスク

ゴーグル

シュー
カーバー

⑨

手袋

袖口の隙間を
なくすように
着用

⑤

症状がある者にサー
ジカルマスクを配布
後、手指消毒をする

診察・搬送前（防護具を着る）

ユーザーシー

ルチェックを

する

又は

キャップ

診察 搬送後 終了後

又は

検疫後検疫前

手指消毒剤

＊１

①



手指衛生 搬送
患者を搬送先に引

き渡す

手指衛生
サージルマスクを着用

し、運転

サージカルマスクを
外し、感染性廃棄袋

に廃棄
手指衛生

強く推奨されるところ

（医療物品、手順については一例として提示したものであり、各施設の状況に応じて検討する）

（＊１）患者収容部との間が空間的に分離できない場合は、必要に応じN95 マスク（呼気弁付）を着用する

感染管理ベストプラクティス

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例

検疫所・外来から感染
症指定医療機関へ

物品準備
ガウン⇒N95マスク⇒ゴーグル⇒(キャップ)⇒

(シューカバー)⇒手袋の順に着用する

手袋⇒ガウン⇒(キャップ)⇒ゴーグル⇒マスク⇒(シューカバー)を脱ぎ、
個人防護具を感染性廃棄袋に廃棄

搬送の場面（空気感染を想定した場合）

搬送

準備 搬送前（防護具を着る）

ガウン 手袋

手指消毒剤

感染性廃棄袋

終了後

グラスタイプ

ゴーグル

救急バック

⑤

④

搬送後（防護具を脱ぐ）

N95マスク

（呼気弁付）

又は

① ② ③

シューカバー
（必要に応じて）

キャップ
（必要に応じて）

ガウン

N95

マスク

ゴーグル

シュー
カーバー

手袋

ユーザーシー
ルチェックを
する

キャップ

搬送後

又は

①’ ②’ ⑥④’

又は

搬送前 搬送

搬送前

【観察者】

【運転手】

袖口の隙間を
なくすように
着用

サージカル
マスク

＊１ ③’



手指消毒
玄関前でサージカル
マスク装着（必要時
シューカバー）

調査を実施
手指消毒後、サージ
カルマスクを外す

ゴミ袋に廃棄し、手指
消毒

保健所にて、感染性
廃棄物容器に廃棄す

る
手指衛生

（医療物品、手順については一例として提示したものであり、各施設の状況に応じて検討する）

ベストプラクティス：問題解決のための優れた実践例

物品準備

感染管理ベストプラクティス 調査対象者宅

強く推奨されるところ

濃厚接触者の対面調査時の場面

準備

シューカバー
（必要に応じて）

訪問バック
サージカル

マスク

⑦⑥

保健所にて

手指消毒剤

ゴミ袋

① ② ③ ④ ⑤

訪問先 対面調査 調査終了後

又は

手袋
（必要に応じて）


